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令
和
四
年
七
月
一
日
に
令
和
四

年
度
第
十
九
回
丹
波
市
農
業
委
員

会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在

の
丹
波
市
農
業
委
員
会
委
員
は
農

業
委
員
二
十
四
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
二
十
五
名
の
計

四
十
九
名
で
活
動
し
て
お
り
、
今

年
の
六
月
で
任
期
が
満
了
す
る
た

め
、
今
回
が
現
農
業
委
員
会
委
員

の
最
後
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
和
四
年
度
の
事

業
計
画
や
部
会
の
構
成
、
各
種
委

員
会
の
委
員
等
を
決
定
し
、
総
会

後
は
、
農
地
の
相
続
に
係
る
問
題
、

非
農
地
判
断
及
び
農
業
者
年
金
制

度
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
柏
原
支
局
の
統
括
登
記
官
を
お

招
き
し
、
「
農
地
の
相
続
に
係
る
問

題
」
と
題
し
、
令
和
六
年
四
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
相
続
登
記
の
申
請

義
務
化
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
公

益
社
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
・

兵
庫
県
農
業
会
議
の
職
員
か
ら
「
非

農
地
判
断
」
と
「
農
業
者
年
金
制
度
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
用

　

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
令
和
四
年
八
月
十
五

日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
市

内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ト

ロ
ー
ル
は
農
地
の
利
用
状
況
・
転

用
許
可
後
の
状
況
の
確
認
、
さ
ら

に
遊
休
農
地
の
調
査
等
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
必
ず
し

も
山
間
部
だ
け
で
な
く
農
振
農
用

地
区
域
内
に
お
い
て
も
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

農
地
が
相
続
さ
れ
な
い
場
合
や

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
、
遊
休
農

地
と
な
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
農

地
所
有
者
に
対
し
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
や
農
業
委
員
に
よ

る
訪
問
指
導
、
今
後
の
利
用
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。
遊
休
農
地
は
、

農
地
集
積
に
支
障
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
病
害
虫
発
生
を
助
長
し
、

有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
に
な
る
な

ど
農
業
振
興
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ

し
ま
す
。

　

農
地
は
、
大
切
な
地
域
の
財
産

い
て
制
度
の
解
説
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

で
あ
り
、
環
境
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

農
地
の
管
理
に
つ
い
て
、
将
来

の
不
安
や
お
困
り
の
点
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
農
業
委
員
や
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

丹
波
市
農
業
委
員
会
総
会
・
研
修
会
の
開
催

丹
波
市
農
業
委
員
会
総
会
・
研
修
会
の
開
催

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

【研修会の様子】 【総会の様子】

【農地パトロールの様子】
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農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
や
後

継
者
の
確
保
に
係
る
地
域
の
担

い
手
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
、
異
常
気
象
に
伴
う
農
作

物
へ
の
影
響
な
ど
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
米
の
需
要
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
等
に
よ
り
上
昇
傾

向
で
あ
り
、
令
和
四
年
産
米
の

概
算
買
い
取
り
価
格
の
全
国
平

均
は
、
令
和
三
年
産
米
の
概
算

買
い
取
り
価
格
よ
り
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少

な
ど
に
よ
る
消
費
の
減
少
に
加

え
、
昨
今
の
世
界
情
勢
か
ら
農

業
生
産
資
材
が
急
激
に
高
騰
し

て
お
り
、
稲
作
だ
け
で
な
く
、

畑
作
、
畜
産
、
果
樹
、
花
卉
な
ど
、

全
て
の
農
業
経
営
に
影
響
を
与

え
て
お
り
、
ま
す
ま
す
離
農
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

丹
波
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
に
関
す
る
相
談
や
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
日
常
活
動
を

通
じ
、
農
業
者
の
声
を
幅
広
く

聴
く
中
か
ら
、
直
ち
に
対
応
が

必
要
な
も
の
を
と
り
ま
と
め
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
八
条
に
基
づ
き
、
令
和

五
年
度
農
業
振
興
施
策
の
事
業

計
画
及
び
予
算
編
成
に
向
け
た

意
見
を
令
和
四
年
十
一
月
四
日

に
林
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
　 

魅
力
あ
る
丹
波
市
農
業
に

　
　
す
る
た
め
に

　

① 

農
産
物
展
示
商
談
会
出
展

支
援
事
業
の
対
象
拡
充
に

つ
い
て

　

② 

水
稲
・
小
豆
・
黒
大
豆
の

乾
燥
費
補
助
に
よ
る
農
業

者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

二
　 
農
業
の
担
い
手
・
後
継
者

　
　
対
策

　
　

 

新
規
就
農
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
　

体
制
の
充
実
に
つ
い
て

三
　 
農
村
環
境
の
保
全
・
農
地
の

　
　
維
持
管
理

　
　

 「
地
域
計
画
」
の
策
定
に

か
か
る
協
力
体
制
に

　
　

つ
い
て

四
　
農
業
委
員
会
体
制
の
強
化

　
　

 

事
務
局
職
員
の
増
加
に

　
　

つ
い
て

令
和
五
年
度
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

令
和
五
年
度
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

【意見書提出の様子】

令
和
五
年
度
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
↓
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青
垣
町
小
稗
　
　
丹
波
ひ
か
り
農
園
　

足
立
　
陽
明

植
谷
　
佳
美

　
　
春
日
町
古
河
　
　
古
河
塾
　
三
気
の
郷

代
表
　
　
宮
下
　
勝
美

【
足
立
・
植
谷
】
私
達
は
「
丹
波
市

立
農
の
学
校
」
を
令
和
四
年
三
月
に

卒
業
し
、
共
同
出
資
で
「
丹
波
ひ
か

り
農
園
」
を
青
垣
町
小
稗
で
開
業
し

ま
し
た
。

【
足
立
】
屋
号
に
あ
る
「
ひ
か
り
」
は
、

父
の
名
前
の
一
文
字
か
ら
取
り
ま
し

た
。
現
在
、
父
は
施
設
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
時
に
は
、

集
落
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ

き
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
い
つ
か
実
家
で
農
業
を
し

な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や

集
落
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

【
植
谷
】
私
は
、
四
年
前
に
親
友
を

乳
が
ん
で
亡
く
し
ま
し
た
。
彼
女
は

身
体
が
弱
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
ス
ー

パ
ー
で
普
通
に
売
ら
れ
て
い
る
野
菜

や
添
加
物
の
入
っ
た
食
品
を
受
け
付

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

　

『
古
河
塾　

三
気
の
郷
』
は
、
「
元

気
！
や
る
気
！
そ
の
気
に
な
っ
て
村

づ
く
り
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
会
員

十
九
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
専

業
農
家
の
会
員
は
い
な
く
、
全
員
が

本
業
の
仕
事
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
が
あ
る
の
に
、
ご
高
齢
に
な

ク
野
菜
で
作
っ
た
ス
ー
プ
を
少
し
飲

ん
で
「
お
い
し
い
ね
」
っ
て
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
、
今
の
私
の
信
念
と

な
る
身
体
に
や
さ
し
い
野
菜
を
作
っ

て
、
必
要
な
人
に
届
け
た
い
と
い
う

思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

【
足
立
・
植
谷
】
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
で
野
菜
を
作
る
に
は
労
力
が
要

り
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
野
菜
を
提

供
し
て
、
健
全
な
農
業
経
営
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
野
菜
や
お
米
を
作
っ
て
い
る
と
、

集
落
の
先
輩
農
家
さ
ん
か
ら
「
無
理

し
た
ら
あ
か
ん
で
、
楽
し
く
や
る
の

が
大
事
や
で
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
は
次
世
代
の
農
業
後

継
者
へ
の
繋
ぎ
手
と
な
り
、
将
来
は

農
業
経
験
を
積
ん
で
地
域
の
支
え
手

に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域地域からのからのたよりたより

還
暦
を
過
ぎ
て

　

新
た
に
始
め
る

　
　

農
業
へ
の
思
い

仲
間
と
共
に

［丹波ひかり農園　耕運作業風景］
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山
南
町
坂
尻

　
　
山
南
町
薬
草
組
合
　
ト
ウ
キ
生
産
部
会

事
務
局
　
瀧
　
加
奈
子

　

私
は
当
帰
に
興
味
が
あ
っ
て
、
薬

草
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。
当
帰
の

丹
波
当
帰
の

　

特
産
化
を
目
指
し
て

り
農
業
か
ら
離
れ
て
い
く
人
が
増
え

て
い
る
事
に
「
何
と
か
出
来
な
い
か
」

と
、
考
え
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
額
な
農
業
機
械
を
使
わ

な
い
と
体
力
的
に
も
農
業
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
も
注
目
し
ま

し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
春
の
田
植
え
作
業

と
秋
の
稲
刈
り
、
乾
燥
、
籾
摺
り
作

業
で
す
。

　

自
治
会
内
の
農
家
さ
ん
を
は
じ

め
、
ご
近
所
の
自
治
会
の
農
家
さ
ん

に
も
利
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
、
米
以
外
に
ス
イ
カ
、
黒
豆
、

に
ん
に
く
等
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が

失
敗
し
た
こ
と
も
有
り
、
自
然
が
相

手
の
農
業
の
難
し
さ
を
勉
強
し
ま
し

た
。
水
の
管
理
が
難
し
い
圃
場
が
多

く
、
最
近
の
異
常
気
象
、
雑
草
の
管

理
等
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
事
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
先
輩
方

が
守
っ
て
く
れ
た
農
地
を
自
治
会
活

性
化
の
た
め
の
土
台
と
し
て
次
の
世

代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
に
は
・
・
・
」

と
、
日
々
模
索
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
丹
波
を
う
ら
や
ま
し

い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
都
会
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
も
計
画
す

る
予
定
で
す
。

生
産
に
つ
い
て
は
農
薬
使
用
と
機
械

化
が
図
れ
な
い
た
め
、
栽
培
管
理
す

る
の
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

需
要
が
少
な
く
な
り
、
生
産
調
整
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
の
減

少
、
高
齢
化
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
も
販
路
の
開
拓
が
重
要
と
感
じ
ま

し
た
。

　

先
日
、
兵
庫
医
科
大
学
の
薬
活
オ

ウ
ル
ズ
さ
ん
が
活
動
内
容
を
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
発
信
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
活
動
に
対
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
取
材

が
入
り
、
山
南
町
薬
草
組
合
ト
ウ
キ

生
産
部
会
も
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

記
者
の
方
は
丹
波
当
帰
と
い
う
薬
草

を
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

取
材
対
象
を
探
し
て
い
る
際
、
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
大
学
生
と

地
域
が
産
地
活
性
化
を
目
標
に
活
動

し
て
い
る
事
を
知
っ
た
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
に
取
材
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
売
上
に
す
ぐ
に
は
直
結
し

ま
せ
ん
が
、
丹
波
当
帰
と
い
う
名
が

知
れ
渡
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
あ

り
ま
す
。

　

生
産
者
と
し
て
今
ま
で
は
、
依
頼

さ
れ
た
所
に
卸
す
こ
と
だ
け
が
役
割

だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

生
産
者
も
Ｐ
Ｒ
活
動
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

“

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
も
の
を

作
っ
て
も
、
伝
え
な
け
れ
ば
、
な
い

　

農
業
体
験
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
増
や
し
、
仲
間
と
農
地
を
守

り
、
本
業
を
リ
タ
イ
ア
し
た
後
も

共
に
作
業
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

［三気の郷の皆さん 集合写真］

［大学生との交流・丹波当帰］

の
と
同
じ”

と
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に“

い
く

ら
安
心
で
美
味
し
い
野
菜
を
作
っ
て

も
、
伝
え
な
け
れ
ば
、
な
い
の
と
同

じ”

と
、
生
産
者
も
発
信
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
新
た
な
販
路
・
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
当
帰
が
兵
庫
県
の
特
産
薬
草

に
な
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す

丹波市農業委員会だより5



●農地法第３条許可申請（農地の売買など）

　農地を売買などにより耕作目的で所有権移転する場合、事前に申請と許可が必

要です。農業従事日数が年間 150 日以上であること、所有または借り受けている

農地を全て耕作していること、下限面積などの要件があります。

●農地法第４条許可申請（農地の自己転用）

　所有する農地を農地以外に転用し自ら利用する場合、事前に申請と許可が必要

です。集団農地ではないこと（立地条件）や転用事業が必ず実行されるか（一般

基準）など、許可基準を満たすことが必要です。

●農地法第５条許可申請（権利移動を伴う転用）

　他人の農地を取得・借り受けて自己の目的の為に農地以外

に転用する場合、事前に申請と許可が必要です。農地法第４

条許可申請と同様に許可基準を満たすことが必要です。

●非農地証明

　登記地目が農地で現況が農地でない状態（山林、宅地等）が 20 年以上経過し、

現在も農地利用していない土地の地目を変更しようとする場合、農業委員会の非

農地証明が必要です。農業委員会が農地に復元することが出来ないと判断したも

のに限ります。

●農地の形状変更（盛土や切土）

　農地の土壌改良などの為に盛土や切土などの形状変更を行う場合、事前に届出

が必要です。

※ 施工面積が 3,000㎡未満かつ施工期間が３ケ月以内であるものに限ります。施

工面積が 3,000㎡以上または施工期間が３ケ月を超える場合は、農地法第４条

または農地法第５条の申請と許可が必要です。

●農業用施設等の届出（農業用倉庫等）

　自ら所有する農地を自らの農業用施設（農業用倉庫、農機具庫等）に転用する

場合、事前に届出が必要です。

※ 転用面積が 200㎡未満の場合に限ります。転用面積が 200

㎡以上の場合は、農地法第４条の申請と許可が必要です。

●農地法第３条の３の届出（相続の届出）

　相続により農地の権利を取得した場合、届出が必要です。

～農地の売買、農地以外に転用などをする場合は、

事前に農地法の手続きが必要です。～

丹波市農業委員会だより6



　

令
和
四
年
十
一
月
九
日
に
和
田

山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、
農
業
委
員
会
ブ
ロ
ッ
ク
別

研
修
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
丹
波
市
の
ほ
か

に
丹
波
篠
山
市
、
豊
岡
市
、
香
美
町
、

新
温
泉
町
、
養
父
市
、
朝
来
市
の

農
業
委
員
会
が
集
ま
り
、
「
地
域
計

画
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）
」
の
策
定

に
お
け
る
、
農
業
委
員
会
と
し
て

の
役
割
や
、
農
地
バ
ン
ク
事
業
の

紹
介
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の

取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

「
地
域
計
画
」
の
策
定
（
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
）
の
背
景
に

は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本
格

化
に
よ
り
、
農
業
の
担
い
手
の
減

少
や
遊
休
農
地
の
拡
大
が
進
み
、

地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
り

ま
す
。

　

五
年
後
、
十
年
後
に
お
け
る
地

域
農
業
の
あ
り
方
を
行
政
・
地
域
・

担
い
手
・
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
一
月
二
十
九
日
に

豊
岡
市
農
業
委
員
会
視
察
研
修
の

受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
、
丹
波
市
農
業

委
員
会
か
ら
三
名
の
委
員
が
活
動

事
例
発
表
を
行
い
、
豊
岡
市
農
業

委
員
会
か
ら
二
名
の
委
員
に
活
動

事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
丹
波
市
農
林
振
興

課
の
職
員
か
ら“

農
の
学
校”

の
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
最
後
は
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

豊
岡
市
か
ら
「
豊
岡
市
日
高
町

西
気
地
区
の
取
り
組
み
」
と
「
「
再

整
備
と
農
事
組
合
法
人
の
両
輪
で

守
る
集
落
の
未
来
」
に
つ
い
て
発

表
い
た
だ
き
、
地
域
の
農
地
（
環
境
）

を
守
っ
て
い
く
に
は
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
担
い
手
や

ま
と
め
役
の
方
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
大
会
に
参
加

豊
岡
市
農
業
委
員
会
視
察
研
修
の
受
け
入
れ

【農業委員会ブロック別研修大会参加の様子】

【豊岡市農業委員会視察研修受け入れの様子】
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委 員 長 　山口 修作 副委員長　 足立 　靖

委　　員　 田中 保夫 委　　員　 西田 明弘 委　　員　 善積 久行

委　　員　 後藤 康介 委　　員　 藤原 常夫 委　　員　 荻野 喜昭

安心で豊かな老後のために農業者年金に加入しましょう！

農業者年金加入条件
次の要件を満たす方は
どなたでも加入できます。

① 60歳未満の方

②年間 60日以上農業に従事（配偶者・後継者も可）

③国民年金第 1号被保険者

① 保険料は全額が社会保険料控除され節税になります

② 政策支援加入で国庫補助が受けられます
対象は認定農業者、認定新就農者で青色申告をしている人。
このほか、上記の家族経営協定を結んだ配偶者や後継者も対象になります。

③ ライフステージに応じて保険料を変更できます 収入が多い時は保険料を増やせば節税メリットも拡大します。

④ 確定拠出型のため安心な年金制度となっています

農業者年金のメリット農業者年金のメリット

農

積

者

年

業

立

年

金

金 は

全国農業新聞を
読んでみませんか
農業者の視点でお届けします

　① 解説に力点をおいた企画編集とニュース報道

　② 農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに

　③ 実務情報と経営者マインド

　④ 読者の心に訴え、ともに生きる

　⑤ 老若男女が楽しく読める

購読申し込みは丹波市農業委員会へ　0795-74-1504

発行日・・・・・・・毎週金曜日

購読料・・・・・ 1カ月 700円

丹波市立農の学校

第５期生の募集について
［ホームページ］

　「丹波市立農の学校」は、新規就農を目指す方が、年齢や経験の有無にかかわらず、農作物栽培

の技術（有機栽培や丹波市の特産物栽培）、農業経営、農村文化を学び、自ら実践することができ

る全日制の農業学校です。

※募集要項は公式ホームページをご覧ください。
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